
2006　平成18年
宮城県栗原市と友好姉妹都市の盟約及び
友好姉妹都市災害時応援協定を締結
地域包括支援センターを開設
公立阿伎留医療センター新病棟を開設
五日市会館を開設（リニューアル）
森井大輝氏に市民栄誉賞を贈呈

2月

4月
8月
9月
10月

1995　平成7年
あきる野市が誕生（秋川市・五日市町合併）
田中雅夫市長の就任
あきる野ルピアを開設

9月
10月

2001　平成13年
あきる野市総合計画を策定
都立秋川高等学校が閉校
ひので斎場の供用開始
あきる野市民憲章を制定
あきる野市役所新庁舎落成式典を挙行

3月

4月
5月

2007　平成19年
秋川渓谷瀬音の湯を開設
石舟橋の完成
ふるさと工房の開設（リニューアル）
中央図書館を開設
臼井孝市長の就任

4月

8月
10月

2002　平成14年
子ども家庭支援センターを開設
五日市地域交流センターを開設
あゆみ橋の完成
雨間土地区画整理事業が完了

4月

10月

2008　平成20年
原小宮土地区画整理事業が完了
新しい東秋留橋の完成
新矢柄橋・新乙津橋の完成

3月
4月
10月

2009　平成21年
第１回地域懇談会を開催10月

2010　平成22年
森林レンジャーあきる野の発足5月

2011　平成23年
森林レンジャーあきる野が環境活動コンテスト
2011のグランプリを受賞
東日本大震災の被災地である
宮城県栗原市へ職員を派遣
東秋留保育園・西秋留保育園を民営化
あきる野市のイメージキャラクター
「森っこサンちゃん」が誕生
映画「五日市物語」を劇場公開

1月

3月

4月
5月

10月

2003　平成15年
人口8万人を突破
あきる野ハローワーク求人情報コーナー　
オープン
いきいきセンター開設（リニューアル）
障害者地域自立支援センターを開設
土曜日・日曜日の一部窓口業務を開始
あきる野夏まつり（第1回）を開催
国際姉妹都市堤携５周年記念式典・
マールボロウ通り命名式を挙行
生活支援センターフィレを開設

1月

2月
4月

8月
9月

10月

2004　平成16年
中央公民館・秋川体育館を開設
（リニューアル）
ごみの戸別収集・有料化を開始
ごみ減量キャラクター
（ヘラスゾウとげん人くん）が誕生
五日市ひろばを開設
中央公民館別館を開設
五日市憲法草案があきる野市に寄託・移管

3月

4月

5月
10月
11月

2005　平成17年
東部図書館エルを開設
市制施行10周年記念式典を挙行
ファミリー・サポート・センターを開設

8月
9月
11月

1996　平成8年
あきる野市誕生記念式典を挙行
宮城県志波姫町（現栗原市）・東京都大島町
と友好姉妹都市・友好都市調印式を挙行
秋川ふれあいランドを開設
市民プールに屋内プール施設を増設
あきる野市のシンボル（市章・鳥・花・木）を
制定

1月
4月

7月
11月

1997　平成9年
東京都植樹祭5月

1998　平成10年
あきる野市ホームページを開設
マールボロウ市と国際姉妹都市を提携
はるか橋の完成

10月
11月

1999　平成11年
高齢者在宅サービスセンター五日市センター
を開設

6月

2000　平成12年
武蔵五日市駅土地区画整理事業が完了
三宅島小・中・高生を都立秋川高等学校で
受入れ
るのバス（市内循環バス）が運行開始
旧市倉家住宅の移転・復原が完了

3月
8月

10月
12月

30 Years of Progress

あきる野市誕生記念式典（1996年1月） 市役所新庁舎建設中（2000年頃） あきる野映画祭「五日市物語」上映（2011年7月）

あきる野市30年の歩み

7月
�武蔵五日市駅舎
新駅舎が開業

4月
�睦橋通りが全面開通 

3月
�圏央道あきる野ＩＣが
供用開始

10月
�都道176号（七曲峠）
の開通

10月
新潟中越地震が発生

3月
東日本大震災発生
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森林レンジャーあきる野の発足

2012　平成24年
天皇皇后両陛下（当時）が五日市郷土館を
ご視察
小宮小学校閉校（五日市小学校と統合）
小宮ふるさと自然体験学校を開校
木村沙織氏に市民栄誉賞を贈呈

1月

3月
9月
11月

2013　平成25年
戸倉小学校閉校（五日市小学校と統合）
五日市出張所内に
「地域活性化協働センター」を設置
スポーツ祭東京2013（第68回国民体育大
会）において、少年女子ソフトボール競技と自
転車競技（ロード・レース）、馬術競技を実施

3月
4月

9・10月

2018　平成30年
インスタグラム「るのびと」を運用開始
秋川流域病児・病後児保育室「ぬくもり」を
開設
マールボロウ市国際姉妹都市提携20周年
記念式典を挙行
秋川駅にエレベーターを開設

3月
4月

10月

12月

2019　令和元年（平成31年）
汚泥再生処理センター稼働開始（旧秋川衛
生組合「玉美園」）
あきる野映画祭が終了
村木英幸市長の就任
防災行政無線をデジタル化
秋川渓谷瀬音の湯が
温泉総選挙2019（うる肌部門）で
初の１位獲得

4月

7月
10月

12月

2020　令和2年
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
夏まつり、産業祭などを中止
特別定額給付金の給付開始
あきる野市民生児童委員協議会が民生委員
優良活動団体として「社会福祉功労者厚生
労働大臣表彰」を受賞

⚫

6月
11月

2021　令和3年
新型コロナウイルス感染症のワクチン接種を
開始
市民課窓口でキャッシュレス決済を開始

4月

5月

2015　平成27年
市営住宅草花公園タウンを開設
秋川衛生組合と西秋川衛生組合との統合
市制施行20周年記念第25回全国地芝居サ
ミットｉｎあきる野を開催
市制施行20周年記念式典を挙行
市制施行20周年記念映画
「あきる野物語　空色の旅人」を上映
澤井敏和市長の就任

2016　平成28年
秋多都市計画事業武蔵引田駅北口土地区
画整理事業の施行開始
戸倉しろやまテラスを開設
JR 五日市線武蔵五日市駅に秋川渓谷観光
情報コーナーを設置
あきる野創業・就労・事業承継支援ステー
ションＢｉ＠Ｓｔａを開設

3月

8月

2017　平成29年
あきる野子育てステーション「ここるの」を
開設

2月

4月

5月

8月

10月

30 Years of Progress

2014　平成26年
五日市図書館を開設（リニューアル）
西秋川衛生組合の新ごみ処理施設が稼働開始
市制施行20周年記念ロゴマークを決定

2月
4月
9月

森っこサンちゃんの着ぐるみお披露目（2012年5月） 市制施行20周年記念地芝居サミット（2015年5月） 秋川市制10周年時埋設タイムカプセル開封事業
（2022年5月）

Column

　五日市線は 1925 年に五日市鉄道として開
業し、1944 年に国有化されました。かつて
は石灰輸送を担っていましたが、時代の変化
に対応しながら現在は地域の暮らしを支える
重要な路線として走り続けています。2025
年は開業 100 周年を迎え、記念式典の開催
やラッピング列車を運行し、沿線の皆さまと
共に次の 100 年に向けて出発しています。

JR 五日市線 100 周年　

2022　令和4年
第2次総合計画を策定
若葉第2学童クラブを開設
旧秋川市施行から50年、タイムカプセルを
開封
中嶋博幸市長の就任

3月
4月
5月

9月

2023　令和5年
高校生等以下医療費の完全無償化を実施
移住・定住相談窓口を開設
第１回タウンミーティングを開催

4月

10月

2025　令和7年
学校給食費の無償化を開始
るのバス２台、デマンド型交通チョイソコあ
きる野の本格運行開始
公共施設にネーミングライツ付与を開始
「五日市線 100th Anniversary」1st stage
を JR 東日本八王子支社と関連自治体との
共催により実施
フレア五日市（武蔵五日市駅前拠点施設）
を開設
市制施行 30 周年記念式典を挙行

1月
4月

7月

8月

2024　令和6年
あきる野市平和都市宣言を制定
市制施行30周年記念事業のキャッチコピー
を決定
市制施行 30 周年記念事業のロゴマークを
決定

3月
6月

10月

●あきる野市が直接実施したものではないが、　影響が大きいもの

7・8月
東京オリンピック・パラリン
ピックが開幕

新型コロナウイルス感染症
の全国的な流行（政府によ
る緊急事態宣言の発出）

8月
令和元年台風第19号
が襲来 （市内に甚大
な被害多数）
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